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京都大学霊長類研究所のアイと松沢哲郎教授



芸術と平和

スペイン語：Pablo Casals
カタルーニャ語：Pau Casals
1876年12月29日 - 1973年10月22日

Pablo Picasso
1881年10月25日 – 1973年4月8日



２００９年８月６日（木）

ソフィア美術館。ゲルニカを見た。
中庭がいい。写真を撮っていいの
が羨ましい。

パリでゲルニカ空爆（1937年4月26日）の一報を受けたピカソは、パリ万国博覧会のスペ

イン館で展示される予定の壁画を製作していたが、急きょテーマを変更してゲルニカを題
材に取り上げ、油彩よりも乾きが速い工業用ペンキを用いて、縦3.5m、横7.8mの大作「ゲ
ルニカ」を6月4日には完成させた。



科学 技術 芸術 学術

• 自然科学は、ひたすら対象を見る。

• 社会科学は、ひたすら対象を考える。

• 技術は、ひたすら同じものを作ろうとする。

あるいは、ひたすら同じように毀そうとする。

• 芸術は、唯一のものを作ろうとする。

• これらの間の融合は困難であるが、

理解と連携は可能である。

2013年1月26日 尾池和夫



京都新聞

天眼 第16回 現在の現象を現場で詠む 尾池和夫（地震学者）

20171119

去る11月6、7日、私が副主宰をつとめる俳句会の「氷室」創刊25周年記念大

会が、京都ブライトンホテルで開催された。大会の記念講演をお願いしたのが、
この欄の執筆者でもある歌人の永田和宏氏であり、「言葉と思いのあいだ」とい
う題で90分、たいへん充実した会となった。そのとき永田氏は、以前この欄でも

私が書いた「三現則」論を引用して、短歌にも俳句にも、その考えが通じると言
われた。もう一度、そのことを論じておきたい。

私のいう「三現則」とは「現在の現象を現場で見る」ということである。私は今
まで、さまざまな分野でこのことを重要視して来た。「見る」の部分は分野によっ
て変化する。俳句の場合には「詠む」となり、地球科学の場合には「観察する」
となり、写真の場合には「写す」となる。また「現象」の部分は、物を対象とする
場合には「現物」と言い換えることもある。現象や現物には、見て記録できる実
在の「物」と、感情のような目に見えないものがある。後者を表現するのが芸術
であり文芸である。その場合にも「表現する」として三現則が重要である。
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プラスのニュース

マイナスのニュース

どちらも京都大学のニュースとして大切に

情報発信の三現則

（自分に、学生に、記者に、職員に）

現場へ行く。自分で行く。

現象を見る。自分で見る。

現在を書く。自分で書く。

職員は教員と学生と、社会と大学と、

さまざまの形のインターフェース

野田進教授、田中 良典研究員



For the future of peace 

and harmony for the 

human family

Hiroshima

Nagasaki

In memory of the investigation 

team of Kyoto University



２１世紀の京都大学（教育）

大学の世界同質化の進む中で、

自由の学風と自学自習の伝統を受け継ぎ、

若者が何かに向かって真剣に対峙し、

その経験を通して個を確立し、

社会、国家の多様性と公共性の増進に貢献し、

そして世界の平和に貢献する。

２１世紀の京都大学は、世界の若者が、このような体験のできる
場所と機会を提供する。



http://kyoto.jr-central.co.jp/kyoto.nsf/pltr/pl1655352004312

真如堂の涅槃図

地球社会の
調和ある
共存



基本理念
京都大学は、創立以来築いてきた自由の学風を継承し、発
展させつつ、多元的な課題の解決に挑戦し、地球社会の調
和ある共存に貢献するため、自由と調和を基礎に、ここに
基本理念を定める。

研究
京都大学は、研究の自由と自主を基礎に、高い倫理性を備
えた研究活動により、世界的に卓越した知の創造を行う。
京都大学は、総合大学として、基礎研究と応用研究、文科
系と理科系の研究の多様な発展と統合をはかる。

教育
京都大学は、多様かつ調和のとれた教育体系のもと、対話
を根幹として自学自習を促し、卓越した知の継承と創造的
精神の涵養につとめる。
京都大学は、教養が豊かで人間性が高く責任を重んじ、地
球社会の調和ある共存に寄与する、優れた研究者と高度の
専門能力をもつ人材を育成する。



社会との関係

京都大学は、開かれた大学として、日本および地域の社会
との連携を強めるとともに、自由と調和に基づく知を社会
に伝える。

京都大学は、世界に開かれた大学として、国際交流を深め、
地球社会の調和ある共存に貢献する。

運営

京都大学は、学問の自由な発展に資するため、教育研究組
織の自治を尊重するとともに、全学的な調和をめざす。

京都大学は、環境に配慮し、人権を尊重した運営を行うと
ともに、社会的な説明責任に応える。

（平成13年12月4日制定）
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京都大学小史

明治30年（1897）に京都帝国大学として設置される。理工科大学（1897）、

法科大学、医科大学（1899）、文科大学（1906）が設置される。

大正8年（1919）に、分科大学を学部と改称する。経済学部（1919）、農学

部（1923）が設置される。

昭和22年（1947）京都帝国大学を京都大学と改称。昭和24年（1949）、

新制大学として発足。教育学部（1949）、教養部（1954）、薬学部（1960）

総合人間学部（1992）が設置される。独立研究科。大学院重点化。

平成１６年（2004）国立大学法人京都大学によって京都大学が設置される。

明治

大正

昭和

平成



印藤真楯 夜桜 １８９７年
京都近代美術館蔵



須田國太郎 学徒出陣（京都大学）

1943年



１９４３年１１月２０日、羽田亨総長はグラウンドでの出陣学徒壮行式で、「諸
君、行き給え。しこうして帰り給え。大学は門を開いて諸君を待っている」と述
べました。この式辞は須田國太郎の「学徒出陣」の絵とともに京都大学の歴
史に残るものであります。大学文書館の調査では、学徒出陣で、京都大学の
４５００名の学生が入隊しました。そのうちでも文系の学部では８割の学生が
入隊しました。そして在学生の２６０名が戦没者と確認されています。







愚行の歴史を繰り返してはならない。

• 1923年 関東大震災｡

• 1925年 治安維持法｡

• 1938年 国家総動員法｡

• 1940年 東京オリンピック（返上した。）

• 1941年 太平洋戦争（～1945）。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

• 2011年 東日本大震災。

• 2013年 特定秘密保護法。

• 2020年 東京オリンピック。



博士学位授与式
2008年3月24日

平成19年度卒業式 2008年3月25日

修士学位・修士（専門職）学位・
法務博士（専門職）学位授与式

2008年3月24日

学士2777名 累計17万9667名
修士2147名 累計5万6967名
社会健康医学修士（専門職）32名

累計105名
公共政策修士（専門職）35名
経営学修士（専門職）60名
法務博士（専門職）190名

累計514名
博士589名 累計3万5902名





１９５９年入学理学部Ｓ２クラス

2004年11月
別府

2004年4月12日
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日本
2002

米
2001

英
2001

仏
2003

独
2002

露
2003

韓
2003

人文・芸術 8.8% 10.5% 8.8% 24.9% 9.9% 16.7% 10.4% 

法経等 12.9% 36.1% 33.0% 37.7% 13.1% 24.8% 21.4% 

理 9.0% 4.0% 12.3% 

30.8% 

26.4% 17.0% 

31.5% 工 38.6% 8.9% 8.3% 9.8% 23.2% 

農 6.0% 0.9% 0.9% 4.0% 2.6% 

医・薬等 12.4% 13.8% 7.1% 5.8% 35.0% 8.6% 9.2% 

教育 6.2% 23.6% 22.8% - 1.2% 6.9% 21.6% 

家政 0.4% 0.5% - - 0.2% - -

その他 5.7% 1.7% 7.0% 0.8% 0.4% 0.1% 5.9% 

計 100.0% 100.0% 100.0 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 

＜大学院段階（上級学位）構成比＞

（注）アメリカについては、修士、博士のほか、第一職業専門学位を含む。



大学評価 改善と説明のために

２００３年までの評価
自己点検･評価 外部評価 第３者評価
教育業績評価 研究評価

学校教育法が定める評価
自己評価
機関別認証評価 専門分野別認証評価 法科大学院評価

国立大学法人評価
年度評価
中期目標期間終了時評価 平成２０年度に実施される評価
第２期中期目標

教育再生会議 経済財政諮問会議 総合科学技術会議 独立行政法人評価
イノベーション25 など
競争的資金のヒアリング
ピアレビュー
大学ランキング



国立大学法人の受難
国立大学法人化（適用法の変化）
効率化係数
経営改善係数
シーリング
授業料標準額の改定（値上げ）
地域手当の改訂
総人件費抑制
施設整備の停滞
大型設備導入の停滞
評価にもとづく次期の運営費交付金算定
運営交付金の競争資金化（基盤経費の確実な措置）
教員免許更新制度の負担
定員超過の交付金への反映
随意契約の見直し



教育
入学試験の考え方
教養教育、専門教育、大学院教育のあり方
倫理と人権の教育
個に対応する教育
初等中等教育 社会人教育 生涯教育
国際語としての英語と自国語と、もう一つの外国語
短期留学と長期留学
教育産業の輸出
大学間協力と単位互換、ダブルディグリー
国公私立大学の協力 国 公 私

大学数 87      89      516

学部生 19.3     4.4     37.3 %

大学院生 58.7     5.5    35.8 %
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酉 ２００５

ついでながら、
シオカラ ♂ ムギワラ ♀
翡 翠
鯨 鯢
麒 麟
鳳 凰
鴛 鴦

♂は槍♀は手鏡秋の空 和夫

Copyright 2006, Kazuo Oike

男女共同参画
社会の実現

女性研究者支援センター



卒業式式辞 － 200７年３月２６日 －

少子化の第２の原因は女性が働くことを支援する仕
組みの遅れであります。京都大学では、2006年度によ
うやく「京都大学女性研究者支援センター」を設立し、
2007年2月5日には附属病院に病児保育室を開室しま
した。京都大学の女性教員は増加傾向にはあるとはい
え、2006年現在6.7％であり、まったく少ない状態が続
いています。
スウェーデンのKarolinska InstituteのProfessor 

Harriet Wallgerb-Henrikssonは、KI初の女性の
Presidentです。彼女はカロリンスカインスティチュート
の女性教授の割合を40％に引き上げたいと言っていま
したが、今でもすでに15％の女性教授がいます。



自然と芸術

• 植物や動物のさまざまの姿が存在する。

• それらを一つずつよく見ることが大切。

• なぜその色なのか。

• なぜその形なのか。

• いつからその姿になったのか。

• そんなことを考えながらよく見ることが大切。

• 創造の前に自然がある。



http://vivas.fi/17-kaunista-kukkaa-jotka-muistuttavat-erilaisia-
asioita/?fb_action_ids=10202232116952322&fb_action_types=og.likes

17 kaunista kukkaa, jotka muistuttavat erilaisia asioita



http://vivas.fi/17-kaunista-kukkaa-jotka-muistuttavat-erilaisia-
asioita/?fb_action_ids=10202232116952322&fb_action_types=og.likes

17 kaunista kukkaa, jotka muistuttavat erilaisia asioita





人の作品と自然と



公益財団法人日本モンキセンター
さまざまの活動にご利用を
お待ちしています。

理事長：尾池和夫
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文明哲学研究所設立の理念

創設者徳山詳直の理念「京都文藝復興」

◎人間は自らの誤りに気づきはじめた。 ◎果たして人間とは何か。
◎生きるとは何か、生命とは何か、それらを大きく育む宇宙とは何か。

◎東洋の思想と叡智を基調とする、人間精神復興の壮大なる実験と冒険に挑む勇
気、芸術文化探求への絶えることなき研鑽が、人類を希望ある未来へと導くことを
信じ、・・・

藝術立国之碑

宇宙の神秘に平伏せ
地球の偉大さに畏れを抱け
生きとし生きる命を愛し尊べ



食
べ
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
る
と
当
時
に
食
べ
る
こ
と

の
で
き
な
い
人
た
ち
の
こ
と
を
思
う
。
私
の
い
る

大
学
の
基
本
理
念
に
は
「
地
球
社
会
の
調
和
あ
る

共
存
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

万
物
の
共
生
で
あ
り
、
人
も
そ
の
万
物
の
中
の
一
員

で
あ
る
。
俳
句
も
そ
の
考
え
に
立
ち
、
自
然
を

し
っ
か
り
と
見
つ
め
な
が
ら
自
分
に
引
き
つ
け
て

詠
む
。

俳
句
を
始
め
て
十
五
年
ほ
ど
に
な
り
、
よ
う
や
く
そ

の
よ
う
に
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

次
の
句
を
座
右
に
置
い
て
い
る
。

橡
の
実
を
熊
に
残
し
て
拾
ひ
け
り

茨
木
和
生

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

『週
間
日
本
の
歳
時
記
』

「
私
の
好
き
な
一
句
」
よ
り

尾
池
和
夫

地
球
社
会
の
調
和
あ
る
共
存















2010年3月6日（土） 日本経済新聞「あすへの話題」（９）
尾池 和夫「美しい化石を残そう」 •

地
球
を
心
配
し
て
「地
球
を
守
ろ
う
」と
い
う
呼
び
か
け
や
「地

球
に
や
さ
し
く
」と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
わ
た
し
は
違
和
感
を

感
じ
る
。

•
お
よ
そ
1
億
20
00
万
年
か
ら
80
00
万
年
前
、
白
亜
紀
中
ご
ろ

の
地
球
は
、
今
よ
り
摂
氏
で
20
度
く
ら
い
高
い
気
温
に
な
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
し
だ
い
に
気
温
が
下
が
っ
て
、
今
の
地
球
の
気
温
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
地
球
は
温
暖
化
し
て
も
、
自
分
で
冷
め
る
機
能

を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

•

過
去
1
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
、
人
類
は
地
球
に
対
し
て
ず
い

ぶ
ん
乱
暴
な
暮
ら
し
方
を
し
て
き
た
。
そ
れ
で
も
地
球
は
そ
の
人

類
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
供
給
し
続
け
て
い
る
。
地
球
が
や
さ

し
い
お
か
げ
で
、
人
類
は
繁
栄
し
て
地
球
上
で
最
大
級
の
総
重
量

を
も
つ
生
物
と
な
り
、
人
が
食
用
に
育
て
る
牛
や
、
南
極
オ
キ
ア

ミ
や
ミ
ミ
ズ
や
ア
リ
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
と
、
総
重
量
で
ト
ッ
プ
を

競
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

•

46
億
年
の
地
球
の
歴
史
の
中
で
は
、
生
物
の
大
量
絶
滅
と
い
う

現
象
が
、
く
り
返
し
あ
っ
た
。
も
し
地
球
に
意
志
が
あ
っ
て
、
自
分

の
持
続
可
能
性
を
追
求
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
地
球
の
維
持
に
差

し
支
え
る
よ
う
な
生
物
の
振
る
ま
い
が
あ
る
と
、
そ
の
生
物
を

絶
滅
さ
せ
る
こ
と
で
自
分
を
守
る
と
い
う
機
能
を
発
揮
す
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
地
球
上
で
最
大
級
の
総
重
量

を
持
つ
人
類
が
、
地
球
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
人
類

が
住
め
な
い
地
球
に
変
化
す
る
こ
と
で
、
地
球
は
自
分
を
守
ろ
う

と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

•

人
類
が
絶
滅
し
た
後
の
地
球
上
に
は
、
よ
り
高
等
な
生
物
が
出

現
し
て
化
石
を
見
つ
け
る
だ
ろ
う
。
戦
地
や
ゴ
ミ
の
山
な
ど
、
汚

い
化
石
が
第
四
紀
の
地
層
か
ら
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら

人
類
は
、
き
れ
い
な
化
石
を
残
す
こ
と
を
今
か
ら
心
が
け
た
方

が
い
い
。
そ
の
努
力
を
地
球
が
認
め
て
く
れ
て
、
人
類
を
含
む
地

球
社
会
の
共
生
が
、
今
し
ば
ら
く
可
能
に
な
る
こ
と
を
願
う
。





ありがとうございました。
Thank you very much.
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